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 11:02　開会
 開会挨拶
 出席委員16名、欠席委員0名、会期1日
 令和5年度別海町一般会計補正予算
 歳入　区分項ごとに審査する。
 歳入質疑なし。
 歳入全体質疑なし。
 歳出　区分目ごとに審査する。

目）企画費　　
事業名）人生100年・年金経済域内循環調査研究事業　22,850千円

①デジタルを活用した自然減・社会減への複合的な人口対策に係る調査・研究業
務となっているが、具体的な事業目的、委託内容及び委託方法。
①具体的な施策の内容については、ウォーキングによってデジタルポイントを付与し、
そのポイントを地域の買い物で利用していただくアプリケーションソフトを開発し、その
運用によって、平均寿命を高めようとする自然減対策と、そのことにより拡充される
年金経済も含めた地域経済の域内循環を活性化させることで社会減対策にもつ
なげる複合的な人口対策を目指すもの。
　業務委託の内容は、ソフトの開発、ソフトの月額利用料、導入支援に係るスタッ
フの派遣費などであり、委託の方法は、見積合せなど財務会計規則に沿って手続
きを進める。
　事業の目的は、10年ほど前になりますが、別海町中小企業振興基本条例制定
当時、現在も地域経済学の権威であり、当時京都大学の教授であった岡田知弘
先生が、別海町役場で行われた職員研修において、「年金経済が馬鹿にならない。
　域内循環を活発にすることで地域の活性化につながる。」と提言されていた。
　また、令和5年第1回定例会における田村議員の一般質問「人生100年時代の
まちづくりについて」の通告において、「人生100年時代を視野に、高齢者が生涯現
役で活躍できるような施策の展開、健康づくりや地域貢献を「楽しむ」という意識の
醸成は、まさに超高齢社会に対応したものと言える」と述べられている。
　若いころから健康づくりに取組み、いつまでも地域で買い物をすることで社会に貢
献していただくことで、過疎脱却策として挑戦したいと考えている。
目）企画費　　

事業名）シティポロモーション情報発信一元化事業　6,662千円
①移住人口・定住人口・交流人口の創出に寄与する情報連携サイト構築につい
て、具体的な事業目的、委託内容及び委託方法。
①過去から移住者向けの情報ポータルサイト「ほらり」により、移住促進に係る情報
発信を行ってきましたが、運営団体の解散、また、同団体によるプロモーション活動
の成果については、かつて総務文教常任委員会において報告し、一定の役割を果
たした旨、総括してきたところだが、北海道への移住希望者の大半は、インターネッ
トにより「北海道移住」という検索キーワードで移住受入れ自治体の情報を探す傾
向にあるが、検索結果の上位にヒットするようサイトを押し上げる対策を講じる必要
があることから、デジタル田園都市国家構想による地方版総合戦略の見直しに合
わせて、移住情報を発信するサイトを再構築すべく予算要求したもの。
　併せて、本年4月の機構改革によって、ふるさと応援制度推進事業と移住定住
促進事業の担当課が一元化されたことから、一度、ふるさと納税によって、本町の
特産品を味わったり、観光に訪れるなどした後に、移住についても模索する方にとっ
て魅力的な情報を効率よくお届けできるよう、情報発信を一元化するサイトを構築

委員長

会議に付した事件及び会議結果など
発言者 会議経過
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しようとするもの。
　また、地域おこし協力隊、子育て支援をはじめ積極的な地域活動団体、「べつか
い移住ちゃんねる」などの情報を連携させることで、これらの熱心な発信をたくさんの
方に見てもらえる支援ツールの役割を果たしながら、なおかつ、これらの連携情報が
一つのサイトの中に集積されることで、インターネット上での検索結果の上位にサイト
を押し上げていく作用を狙います。この作用により、多くの来訪者を獲得し、移住、
交流、関係人口を創出することを目的としている。
　委託内容は、サイト構築及びＳＮＳなどとの情報連携、特集ページの作成、管
理システムの構築であり、委託方法は、見積もり合わせなど財務会計規則に沿って
今後検討。
目）企画費　　

事業名）地域おこし協力隊推進事業（プロモーション推進）　451千円
①具体的な事業目的及び内容は。
①お答えする前に、企画費で計上されているのは、隊員の活動費などであり、人件
費については別な科目で計上されていることから、451千円の計上となっている。
　本事業の目的は、本町が過疎脱却を目指す上で、移住人口、交流人口、関
係人口の対策だけでなく、既に住んでいる定住人口の維持を図ることが肝要となる。
　町は、令和5年3月定例会の政策論議において、ふるさと応援関連基金を活用
し、既存事業の維持・拡充を今後進めていくという方針を掲げた。
　このため、別海町自治基本条例第5条の基本原則の一つ情報共有の原則に沿
って、町が実施する各種施策を町民に周知し、別海町が実施する政策・施策を町
民が認知することで、より別海町に住み続けたいという希望につながる満足度の向
上を目指す必要がある。
　そこで、外部の目線で別海町の施策の内容や地域課題の解決に寄与する町内
団体の活動内容を発信するなど、インナープロモーションに寄与する人材を確保した
いという考え方から地域おこし協力隊を募集するもの。
　隊員の活動内容については、地域の取材を通じて広報べつかいの編集への参画
やSNSによる情報発信などを想定している。
①人件費の内容がわからないので説明して欲しい。
①人件費については、当初予算において、給与費の中で、会計年度運用職員経
費というところで年間の総額をとっており、今回補正の中では、人件費の補正はして
おらず、当初予算で組んだ中で工面するということで今回補正をしてないという状況。
①どのぐらいの人件費がかかるという見積もりなのか。
①今回、8月1日からの採用を想定しており、8カ月分の人件費を想定している。
目）企画費　　

事業名）地域おこし協力隊推進事業（ふるさと応援）　1,213千円
①具体的な事業目的及び内容は。
①事業の目的については、現在、ふるさと応援寄付金が飛躍的に伸びる効果の一
方で、年間50万人を超えようとする寄付者への対応が課題となっている。今年度、
前年度よりもさらに寄附者が増えた場合に、リスク管理の体制をさらに強化する必
要があるという判断から、ふるさと応援制度推進事業に係る事業を担う人材を確保
したいという考えに至った。
　活動内容については、返礼品登録事業者との調整などのふるさと応援制度推進
事業の事務の一部を担ったり、各ふるさと納税ポータルサイトが実施する寄附者を
集めたイベントへの参加と準備及び関係事業者との人脈の構築などを担っていただ
く計画であり、当然、外部の新鮮な目線による提案も待ち望まれるところ。
　以上の説明のとおり、職員はリスク管理などに一層注意を払い、隊員及び民間企
業など外部の力を活用しながら、ふるさと納税制度の安定運用を図り、関係人口の

委員 4番 伊勢

総合政策課長 松本

委員 4番 伊勢

総合政策課長 松本

委員 4番 伊勢
財政課長 角川
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さらなる創出と、これら多数の関係人口に対してのリピート寄附や集客策を今後仕
掛けていくことで、過疎脱却の糸口を見出したいと考えている。
①説明していただきたいということなると、もし万が一100万人以上になった場合に
は、増員になる可能性はああるのか。
①職員の定数に限りがある中で、現状、職員については今の配置で十分と考えて
いる。
　大半の業務は、民間事業者に委託をしており、その民間事業者の事務が適切に
行われているかということを職員は徹底的に見ていかなきゃならないという問題意識
を持っている。
　例えば、昨年は、基金受領証明書を誤って1人に2枚交付してしまったというよう
なことも、委託業者のミスでありますけども全国で発生しているので、こうしたことから、
まずは隊員1名を増員することで、そういったところに目が行き届くのかなというふうに
考えている。
目）企画費　　

事業名）地域おこし協力隊推進事業（提案型）　16,495千円
①活動テーマは双方協議により決定、業務委託による任用５名となっているが、ど
のような人材を求めているのか。また、任用にあたっての募集方法、採用条件等はど
うなっているのか。
①地域おこし協力隊の任用及び活動に関して、これまでの議会からの指摘・提言、
そして、行政として課題を抱えてきたところ。
　その主な課題として、隊員と採用課の活動内容の考え方のミスマッチ、採用後の
突然のキャンセルによって計画的な採用とならない現象の発生、応募者が少ない、
あるいは応募者がなく採用に至らないという、これらの課題を解決するため、隊員の
採用統括課として、随時採用を可能とし、活動内容を双方話し合って決定し、か
つ、特定のスキルを強く求めるのではなく、北海道に移住して地域に貢献したいとい
う、比較的肩の力が抜けた考え方の移住希望者についても、幅広く募る業務委託
型の隊員採用を試験的に実施し、今後の全町的な制度の活用により、移住者の
確保におる過疎脱却策の一つとなりうるか、その効果を検証するもの。
　求めている人材については、基本的には相手方の提案を聞きながらマッチングを図
ろうとするものですが、活動を例示する必要はあると考えており、カメラ、デザイン、商
品開発、ライターなどの例示を予定している。
　募集方法と採用条件についてですが、職員採用型と同様であり、全額特別交付
税措置の範囲となるよう、人件費と活動費あわせて月額４０万円の範囲で業務
委託契約を結ぶ計画。
①年収が４８０万ぐらいという認識でよろしいか。
①この地域おこし協力隊の事事業については、総務省が定める要綱の中で、基本
的に年額280万円の報償費ということになっているので、現在、本町は280万円の
範囲で運用している。
　このため、40万円というのは、活動費も含めての40万円となっているので、国が定
める基準を超えて報償費に当たらないように仕様を整えてまいりたいと考えている。
①1人採用するに至って、人件費的な項目として280万プラスアルファ200万円は
活動費という感覚の割り振りのような内容でよろしいか。
②おっしゃるとおり。
　今回、採用型と同じように、8月1日からの採用を基準に考えておりますので、年
額では480万円なんですけども、8カ月分の5人ということで、今回計上した額となっ
ている。
①企画費を見ると2,940万円の特財を充当しているが、特定財源の内訳を。
①特定財源については、ふるさと応援寄附金を充当するもので、単年度の事業に
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対しての充当となる。
　来年度は、また来年度予算を計上する予定。
①説明では、人生100年・年金経済域内循環調査は2カ年の継続事業という説
明を受けたが、財源的には、財調のこともあるし、ふるさと応援基金の関係もあるの
で、特定財源については、単年度で考えるという理解でよろしいか。
①お見込みのとおり
①8月1日からは、協力隊が増えるという理解でいいか、また、結局、何人の協力隊
の体制になるのか。
②プロモーション推進事業とふるさと応援事業については、町の人件費から人件費を
出して雇用するということだが、提案型事業については、委託だという形でちょっと違
いがあるが、どうしてそういう違いが出てくるのか。
③提案型事業について、活動費を含めていう話があったが、活動費とは具体的にど
んなことがあるのか。
①隊員の総体の人数ですが、現在は配属されている隊員は合計で8名おりますの
で、仮に7名満度採用されたら15名となる。
②採用型と業務委託型の分けてる区分については、先ほど申し上げた事業目的を
考えた時に、職員と同じ情報ツールを使って活動していただく必要があるということで、
情報セキュリティー基準などもあるので、2人については採用型とさせていただいてい
る。
③活動費の内容については、やはり話し合って決めるというものでございますので、例
えばカメラ、パソコンなど、いろいろ隊員の活動に応じて、求められるものがありますの
で、そこについては、常識の範囲内で話し合いながら決定していきたい。
①提案型事業については、業務委託するという形だが、これはある団体を通じて5
名ということなのか、それとも一人一人業務委託していくということなのか。
①業務委託型の採用は、随時、採用に柔軟に対応したいというもので、募集して、
希望があって、この方がいいとなったらその時点で採用に向け手続を進めるので、その
応募の状況によって採用月日が変わっていくということ。
①確認だが、個別に一人一人委託してくってことになるという理解でよろしいか。
①先進地では、一つの団体などを指定して、そこと業務委託契約している事例もあ
るが、今回については、個人と契約をしていきたいというふうに考えている。

 歳出全体質疑なし。
 総括質疑なし。
 令和5年度 別海町一般会計補正予算の質疑終了
 令和5年度別海町国民健康保険特別会計補正予算
 歳入　区分項ごとに審査する。
 歳入質疑なし。
 歳出　区分項ごとに審査する。
 歳出質疑なし。
 総括質疑なし。
 令和5年度別海町国民健康保険特別会計補正予算の質疑終了
 令和5年度別海町介護サービス事業特別会計補正予算
 歳入　区分項ごとに審査する。
 歳入質疑なし。
 歳出　区分項ごとに審査する。
 歳出質疑なし。
 総括質疑なし。
 令和5年度別海町介護サービス事業特別会計補正予算の質疑終了
 令和5年度別海町水道事業会計補正予算
 歳入　区分項ごとに審査する。

委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

10番 外山

外山
委員長

委員長 10番 外山

10番 外山
委員長 10番

委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

委員長

10番 外山

委員長 10番 外山

財政課長 角川

委員 8番 田村

委員 13番 中村

総合政策課長 松本

委員 13番 中村

総合政策課長 松本

委員 13番 中村
総合政策課長 松本

委員長 10番 外山
委員長 10番 外山

委員長 10番 外山
委員長 10番 外山
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項)　営業収益　目）給水収益 △214,332千円

 ①家庭用・業務用・営農用・浴場・牧場用水道料金の減額の内訳について。
①件数については、家庭用1,472件、業務用724件、営農用945件、浴場用4
件、牧場用73件を対象としている。
　料金については、給水施設の1件ごとの料金が水道メーターと基本額、それに超過
した分の料金が加算されるということで、1件ごとに料金が違うという状況になるので、
この中で1件ごとの積み上げをして計算するというのは難しいということもあるので、今
回減免をする対象の期間の前年度調定金額をもとに、令和4年度に減免を実施
しておりますので、その時の現年実績をもとにして、今回の予定金額を算出している。
①令和4年に実施しているので、大体の1戸当たりが算出できると思うが。
②営農用は酪農家か。
③牧場用はどうなのか。

暫時休憩　11時51分
再開　11時53分

②③営農用については、牛舎等のそういう施設に用いられる水道ということで、牧場
用については、草地等で使われる水道ということになる。
①1個1個の積み上げという形になるんですけれども、やはり先ほど説明したように、
どうしても1軒1軒の状況が変わるということもあるので、時間をかければ積み上げの
数字を出すことはできるが、今回は難しいことがありましたので、総対的な月数の数
字を使って算定したというような状況になっている。
①飼育屋さんなのか、その辺やっぱりきちんとね、はっきりしないと漠然にこの214,0
00千円減になりますよって言っても、町民の皆さんにしたら、何でそんなにかかるの減
るの。
　ですから、家庭用は14,000千円、業務用22,000千円、営農用177,000千
円、この営農用って何ですかって聞かれたときに、ただ牛舎についているものとは言え
ないと思う。
　だったら、酪農家として使用しているものと提示してもいいんじゃないかなと思う。
　ということは、今１番大変なのは酪農家も水産も同じです。
　やっぱり、水道代でも減免してあげれば、酪農家にすごくメリットも出てくるんで、別
海町としてはこういうことをしてますよってことはっきりしていただければなと思う。
①町としての施策を行うに当たって、予算を所管している部分として、この算定をもと
に会計上、こういう形で整理しているということですので、町の方針として、今回の水
道料金の減免については、基本的にどの業種も関係なく、この物価高騰であったり
ということについては、その苦しみというか、それは町民全体としてそれは感じていて、
それで、今回の部分については、基本的には3カ月というものを単位に、各御家庭に
あっては基本料金を、そして業を営んでいる方については、やはりその事業用としてか
かっているものについても、それは経済の基盤になりますので、それについては減免さ
せていただきますよということで、3カ月分ということをベースにしている。
　ただし、その中にあっても、特に、町の第一次産業の中でも、飼料であったり肥料の
高騰ということで、著しくその影響を受けているだろうという酪農家の皆さんについては、
基本とする3カ月の2倍ということで、今回、6カ月ということで計上させていただく中で、
町のこの物価高騰に対する施策として、こういう予算組みをさせていただいた。
　委員のお話の中で、例えば農業だけではなく水産業の方々もというようなお話もご
ざいましたけれども、この辺に関しましては、秋には本格的な秋サケの漁も始まるとい
うことで、秋サケの漁獲というふうな業を営んでいる方々、そして町の全体的な税収
等も含めて大きな影響が与えられるものですから、それについては、漁模様を見なが
ら、また、一定の経済対策というのが必要であれば、その時期にさせていただくという
ことで、町と方としては現在考えているところ。
①この3カ月というのは、今言われたとおりに秋サケの時に使う水産加工業者という
のは、野付の場合、秋サケの漁期が9月、10月なので、この時期は量が少ない。
　3カ月というのは、どこのシーズンというか、何月をベースにして計算されたのか。
　やっぱり、水産系においても、そういうことも考慮されて予算組みをしていただきたい
と思う。
①答弁が必要なのかどうかということも含めてなんですけれども、今の御提言というか、
そういうことに関してなんですけれども、農業の場合は、こういうふうに営農用という契

貞宗

浦山

上下水道課長 千葉

委員 5番 貞宗

上下水道課長 千葉

委員 5番

副町長 浦山

委員 4番 伊勢

副町長

委員 5番 貞宗

委員長 10番 外山
委員長 10番 外山



第1回予算決算審査特別委員会　要点記録
約区分っていうのがありまして、営農にかかる部分っていうものを算出がしやすいって
いうこともございますので、そういう形で具体的な手だてとしての根拠としているという
ことで、例えば漁師の方々については、いろいろ水道料金を使うということがあっても、
個別に対応する業務としての部分を算出するのはなかなか難しいということで、そう
いう中で、酪農家に支援をするような形で支援というものが同じような形でできるか
っていうと、やっぱり厳しいっていう部分がありまして、そういう中で、やっぱり一定程度
の秋サケを中心とした全体的な漁模様を見ながら、その状況に応じてどういう手だて
がふさわしいのかということを今後検討させていただいた中で、暮れになるのか年明け
になるのか、その時期の頃を目指して、一定程度の検討させていただこうとしている
のが現段階の町の考えということ。
①収益で214,332千円が減になって、それを補うのに一般会計から215,000千
円を補助金として出しているっていうことですけど、その補助金の内訳が、40,000千
円が国庫支出金、その他会計160,700千円、一般財源14,400千円という内訳
だが、その他の財源は何か。
②営農用に対して6カ月って言いましたけど、実質は11月から来年の1月分で3カ月
が営農用に充てる金額というふうに理解していいのか。

暫時休憩　12時3分
再開　12時5分

①国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の重点分というのが
68,800千円配分されており、今後、秋冬に向けていろんな施策も考えられることか
ら、今回は、このうち40,000千円を充てている。
　そして、ふるさと応援基金繰入金ということで、産業振興分を160,700千円、一
般財源14,400千円充てている。
　要は、家庭用の基本料金部分については、一般財源を充てようということ。
　その他の事業用と農業者用については、コロナの交付金とふるさと応援基金繰入
金を充てようというもの。
②家庭用の基本料金あるいは事業用、農業者用の減免の期間については、基本
的には8月からとなっており、農業者については、来年の1月請求分まで、そのほかに
ついては、8月から10月請求分という予定。
　家庭用については14,400千円、一般企業などの農業者以外の事業者について
は、22,162千円円、農業者については177,770千円、事務費768千円で、合
計215,100千円としている。

 歳入質疑なし。
 歳出　区分項ごとに審査する。
 歳出質疑なし。
 総括質疑なし。
 令和5年度別海町水道事業会計補正予算の質疑終了
 令和5年度別海町下水道等事業会計補正予算
 歳入　区分項ごとに審査する。
 歳入質疑なし。
 歳出　区分項ごとに審査する。
 歳出質疑なし。
 総括質疑なし。
 令和5年度別海町下水道等事業会計補正予算の質疑終了
 各会計補正予算討論・採決

討論なし。

外山

 令和5年度別海町一般会計補正予算（第2号）（町長提出議案第50号）

採決

委員長 10番
外山
外山

委員長 10番
委員長 10番
委員長

委員長 10番 外山
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委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

総合政策課長 松本

委員長 10番 外山
委員長 10番

委員長 10番 外山
委員長 10番 外山
委員長 10番 外山
委員長 10番 外山

10番
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委員 11番 今西
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〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第50号　原案可決
 令和5年度別海町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）（町長提出議案
 第51号）

討論なし。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第51号　原案可決
 令和5年度別海町介護サービス事業特別会計補正予算（第1号）（町長提出議
 案第52号）

討論なし。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第52号　原案可決
 令和5年度水道事業会計補正予算（第1号）（町長提出議案第53号）

討論なし。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第53号　原案可決
 令和5年度別海町下水道等事業会計補正予算（第1号）（町長提出議案
 第54号）

討論なし。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第54号　原案可決
 閉会挨拶
 閉会　12:13
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